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※ 学生の学年・教員の職位表記は2025年度のものです。
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社会とつながる、世界へひらく。実践女子学園の今をお届けします。

実践女子学園が進める「社会連携」「グローバル化」の取り組みを紹介。

創立者 下田歌子の「女性が社会を変える、世界を変える。」という精神を体現する

学生・生徒たちの学びと挑戦する姿をお伝えします。
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1 参加者全員で記念撮影 2 グループワークの様子 3 モンゴルを行き先としたチームの発表

高校生×大学生の5チームが実践的な旅行プランを提案
モンゴルを行き先としたチームが優勝

HISの社員として高校生と大学生が協働で挑んだ
「グローバルな修学旅行」企画01
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企業と連携した課外活動プログラム「グローバルJミッションプログラ
ム」第4弾として、株式会社HISとの協働プロジェクトを実施しました。
HISとの協働プロジェクトとしては2回目となる今回は、本学の学生15
名に加え、本学園高等学校の生徒3名も参加。2月12日から約2週間にわ
たり、「グローバルな修学旅行を企画せよ！」をミッションに、学生・生徒
たちは旅行会社の社員という設定のもと、教育旅行の仕組みや法人営業
の考え方について学びながら修学旅行プランを検討しました。クライア
ントである副校長の城先生へのヒアリングでは、緊張した表情も見られ
ましたが、高校生も自身の体験や視点から議論に参加。最終発表はHIS本
社で行われ、5チームが予算や安全性、実現性も踏まえた現実的な企画を
提案しました。優勝はモンゴルを行き先としたチームで、中間発表での指
摘を踏まえながら具体的なプランへと磨き上げました。

■ 時間があったから参加してみようかな、という軽い気持ちでしたが、
大学生と一緒に社会人の立場で提案するのは新鮮で楽しかったです。

■ プレゼンは初めてで緊張しましたが、自分の意見をくみ取ってもらえて
自信につながりました。

■ 実現できる提案を考える難しさを感じましたが、質問を想定して準備
するなど多くの学びがありました。

中高・大学    #グローバルJミッション  #企業×高大連携  #渋谷 社会連携

2025年夏から半年間程かけ、渋谷を
拠点にインバウンド事業や国際交流
事 業 を 展 開 す る 株 式 会 社 ジ ェ イ ノ
ベーションズと協力し、同社が運営す
るSNS（フォロワー約20万人）に投稿
する動画制作に学生が挑戦しました。
制 作 に は 、学 内 の グ ロ ー バ ル 関 連
Instagramアカウントを運営する学
生メンバーが参加。ジェイノベーショ
ンズ代表取締役の大森氏から、SNS運
用やインバウンド向け発信の視点に
ついてレクチャーを受け、企画を検討
しました。学生たちが着目したのは、
渋谷駅で道に迷う外国人観光客の姿
です。「主要な出口と行き先を分かり
やすく伝えれば役立つのでは」と考
え、渋谷駅の出口案内をテーマに選び
ました。撮影素材の収集や構成、英語
ナレーション、キャプションやハッ
シュタグ作成まで担当し、企業SNSへ
投稿しました。

企業のSNSで発信する動画を学生が制作！
実践型グローバルPJで渋谷から世界へ

#課外活動  #動画制作  #企業連携  #渋谷
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大学    グローバル 中学校・高等学校 社会連携

本学園中学校高等学校の生徒が、芝浦工業大学豊洲キャンパスで開催さ
れた「SBMC Junior ビジネスアイデア発表・交流会」に参加しました。本
イベントには、本学園を含め芝浦工業大学附属中学高等学校、芝浦工業
大学柏中学高等学校、連携協定校である山脇学園中学校・高等学校、昭和
女子大学附属昭和中学校・高等学校の5校から、中高生32名（11チーム）
が参加し、考案したビジネスアイデアを発表しました。本学園からは中
学3年生と高校1年生の2チームが出場。中学3年生チームはスマート
フォンを充電できる機能を備えた傘を、高校1年生チームはSNS疲れを
抱える人が匿名でゆるやかにつながれるコミュニティアプリを提案し
ました。参加した生徒は「他校の発表から新しい視点を得ることができ、
自分たちのアイデアを深く考えるきっかけになりました」と振り返りま
した。

#探究学習  #高大連携  #中高

本学園をふくむ中高生32名が挑戦！
SBMC Juniorビジネスアイデア発表・交流会に参加03
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DATA：【関連企業・
団 体 】株 式 会 社 エ
イチ・アイ・エス

▶
詳細は
こちら

企業SNSの動画制作に挑戦し、先
方のニーズを具現化する難しさを
学びました。今後も企業連携や課
外活動に参加し、その魅力を発信し
ていきたいです（英文学科3年 西
村里香さん）

学生のコメント

参加した高校生の
コメント

DATA：【関連企業・団体】
株式会社ジェイノベー
ションズ

▶
詳細は
こちら

DATA：【関連大学】
芝浦工業大学

▶詳細はこちら
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中学校・高等学校

〒150-0011 東京都渋谷区東1-1-11
TEL：03-3409-1771

〒150-8538 東京都渋谷区東1-1-49
TEL：03-6450-6817

〒191-8510 東京都日野市大坂上4-1-1
TEL：042-585-8817　

大学 日野キャンパス ＃環境デザイン学部 ＃生活科学部
＃食科学部（2026年4月設置）大学 渋谷キャンパス ＃文学部 ＃人間社会学部

＃国際学部
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#レシピ開発  #商品化  #JJ相撲クラブ  #日野    

1 2

4 5 6

食生活科学科 健康栄養専攻（2026年4月から食科学部）の学生が開発した
「和風カレーちゃんこ」が、大相撲初場所（1月11日～18日）期間中、東京・両

国国技館で販売されました。本学と公益財団法人日本相撲協会との包括連
携による「オリジナルちゃんこプロジェクト」から生まれたレシピをもとに、
両国国技館で実際に販売された初の取り組みです。学生は春日野部屋での
ちゃんこ作り見学や国技館サービス株式会社との打ち合わせ、試食会など
を重ねながらレシピを開発。「1鍋100人前」「1日最大約2000食」「500円で
提供」といった条件の中で改良を重ね、春日野部屋とのコラボによる「和風
カレーちゃんこ」が完成しました。販売期間中は連日長蛇の列ができ、1日
2000杯を超える人気となり、来場者アンケートでも97％以上が「おいし
かった」と回答しました。最終日には大学公認団体「JJ相撲クラブ」の学生
に加え、併設の高等学校の生徒もボランティアとして参加し、来場者の誘導
やグッズ販売などで会場を盛り上げました。この取り組み以外にも、日本相
撲協会とはごみ拾いにスポーツの要素を加えたイベント「スポGOMI in 両
国国技館」を開催するなど、多様な連携活動に取り組んでいます。

春日野部屋との協力で完成、連日2000杯超の人気に！

学生が開発した「和風カレーちゃんこ」が、
大相撲初場所の両国国技館で相撲ファンに販売されました06
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留学生と日本の伝統文化「餅つき」で交流
東京日野国際学院と新年イベントを開催！

1月14日、日野キャンパス桜ホールで東京日野国際学院の留学生34名を
迎え、餅つき大会を開催しました。日本の伝統文化の一つである餅つき
を体験する交流イベントで、留学生と本学学生が一緒に参加しました。本
イベントは、2025年11月に締結した東京日野国際学院との連携協定に
基づく国際交流の取り組みとして実施されたものです。昔ながらの杵と
臼を使った餅つきに初めて挑戦する留学生も多く、「よいしょ！」と声を掛
け合いながら協力して餅をつきました。つきたての餅は、しょうゆ、のり、
あんこ、きなこの4種類の味付けで味わい、特にのり味が人気を集めまし
た。会場では「ひなまつり」など日本の伝統行事について自然と会話が生
まれ、学生同士が交流を深める様子も見られました。新年の日本文化に
触れながら、異文化理解を深める機会となりました。
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#教育機関連携  #異文化理解  #日野大学 グローバル

大学 社会連携

DATA：【関連企業・団体】公益財
団法人日本相撲協会【関連学科】
食生活科学科（2026年4月から
食科学部）

本学園中学校高等学校のグローバル研究部の生徒が、「全日本高校模擬
国連大会」の本選に出場しました。大会は国連大学（東京都渋谷区）で開
催され、本学園高等学校からは予選を勝ち抜いた2チームが参加しまし
た。生徒たちはそれぞれ担当国の立場を踏まえながら国際課題について
議論するため、事前にリサーチを重ねて大会に臨みました。本選では他校
の生徒と英語で議論を交わしながら、各国の立場や利害を踏まえた解決
策を模索。議論の流れや状況の変化に応じて発言するなど、主体的に議
論へ参加しました。結果として受賞には至りませんでしたが、生徒たちは
他校の参加者との議論を通して国際問題への理解を深めるとともに、多
様な視点から課題を考える力を養う機会となりました。模擬国連への参
加は、継続して取り組んでいるグローバル教育活動の一つです。

中学校・高等学校 グローバル #模擬国連  #国際理解  #中高
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国際課題を英語で議論！本学園の生徒が、
全日本高校模擬国連大会の本選に出場しました！

両国国技館で提供するちゃんこのレシピをゼロから考えること
は大きな挑戦でした。大量調理や味の調整に試行錯誤を重ねま
したが、多くの方に「おいしい」と言っていただき達成感を感じて
います。今後はこれまで蓄えてきた知見を社会に還元していける
よう、卒業後もさらに努力を重ねていきたいと思っています。（食
生活科学科健康栄養専攻4年 西﨑彩可さん・大谷眞未さん）

学生のコメント

DATA：【関連企業・団体】
東京日野国際学院

▶詳細はこちら▶詳細はこちら

DATA：【関連企業・団体】グ
ローバル・クラスルーム日
本協会

1 大相撲初場所で販売された「和風カレーちゃんこ」 アンケートの協力を呼びかける西﨑さん
ハッピ姿で活動するJJ相撲クラブのメンバー ボランティア前に集合する学生たち
両国国技館周辺に立てられたカラフルなのぼり旗
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5 スポGOMI in 両国国技館（2月開催）5

2

▶

スポGOMI in
両国国技館

オリジナルちゃんこ
プロジェクト

▶


